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「人の歩みを強める神。」 箴言 16 章 1～9 節 
 

本
日
は
、
聖
書
の
「
知
恵
の
書
」
か
ら
、
神
の
言
葉
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
生
活
の
向
上
に

努
め
る
意
欲
を
促
さ
れ
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 

１
節
「
人
間(

ア
ダ
ム)

に
心
の
配
列
。
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

か
ら
舌
の
反
応
」
。 

「
心
の
配

列
」
と
は
、
自
分
の
考
え
や
思
惑
、
「
舌
の
反
応
」
と
は
、
言
葉
に
よ
る
答
え
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
人
間
に
は
自
分
の
思
い
が
あ
る
が
、
神
の
答
え
は
違
う
と
い
う
風
に
も
読
み
と
れ
、

自
分
な
り
の
思
惑
を
持
つ
こ
と
が
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
人
間
に
、
計
画
、
期
待
、
希
望
、
夢
が
あ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
と
き
、
そ
れ
に

対
応
す
る
神
の
言
葉
が
あ
る
の
で
す
。
言
葉
な
る
基
督
で
あ
り
、
内
住
の
聖
霊
が
共
に
い
る
、

そ
れ
は
絶
対
的
な
強
み
で
す
。
基
督
を
信
じ
た
人
は
基
督
と
一
体
で
す
。
神
の
聖
霊
が
心
に
宿

っ
て
い
ま
す
。
考
え
、
行
動
、
知
力
、
体
力
、
世
の
人
と
は
違
い
ま
す
。
神
を
否
定
す
る
人
の

宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

２
節
「
男(

イ
シ
ュ)

の
道
の
全
て
、
男(

イ
シ
ュ)

の
目
に
は
純
粋
。
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

は
霊(

ル

ー
ア
ッ
ハ)

を
評
価
す
る
」
。 

自
分
の
歩
み
が
正
し
い
、
純
粋
、
純
潔
だ
と
思
え
ば
、
神
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
神
を
否
定
し
、
神
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
日
本

人
が
、
折
角
与
え
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
捨
て
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
に
は
、
悪
魔
が
強
く
誘
惑
し
ま
す
。 

３
節
「
汝
の
働
き
を
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

に
転
が
せ
。
汝
の
計
画
は
堅
く
立
て
ら
れ
る
」
。 

「
神

(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

に
転
が
す
」
と
は
、
「
神
に
移
す
」「
神
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
自
分
の

働
き
を
神
に
委
任
す
る
の
で
す
。
委
任
と
は
自
分
の
す
る
こ
と
を
他
人
に
任
せ
る
こ
と
で
す
。

他
人
に
委
任
し
て
為
し
た
行
為
は
他
人
が
し
た
の
に
自
分
が
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
委
任
す

る
に
は
相
手
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
肩
書
き
や
資
格
だ
け
で
、
希
望
通
り
の
仕
事
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誤
る
と
大
変
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
天
地
万
物
の
創
造
主
な
る
全

知
全
能
の
神
に
、
自
分
の
仕
事
を
委
任
す
る
、
こ
れ
は
最
善
で
す
。
全
能
の
神
が
自
分
に
代
わ

っ
て
業
務
を
行
う
の
で
す
か
ら
、
完
全
で
す
。 

４
節
「
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

は
万
事
を
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

の
目
的
の
為
に
為
す
。
悪
者
さ
え
災
い
の
日

の
為
に
」
。 

神
は
、
天
地
の
創
造
主
で
す
。
神
は
御
自
身
の
目
的
の
た
め
に
万
物
を
想
像
さ

れ
、
万
事
を
取
り
行
っ
て
い
ま
す
。
神
の
意
思
に
よ
ら
な
い
物
は
な
く
、
神
の
意
思
に
よ
ら
な

い
現
象
も
な
い
の
で
す
。
私
達
に
対
し
て
悪
を
図
る
者
は
多
数
い
ま
す
。
そ
の
悪
者
は
私
達
の

た
め
な
の
で
す
。
悪
者
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
達
の
行
動
を
戒
め
、
私
達
を
整
え
、
私
達

の
成
果
を
促
し
て
い
る
の
で
す
。
私
達
が
何
か
を
や
ろ
う
と
し
て
い
て
障
害
が
発
生
し
た
り
妨

害
が
入
っ
た
と
き
、
こ
れ
は
神
か
ら
の
警
告
だ
と
理
解
す
る
の
で
す
。
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
頓
挫
し
て
嘆
く
の
で
は
な
く
、
も
し
そ
れ
が
な
っ
て
い
た
ら
陥
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

事
態
を
思
っ
て
、
そ
れ
を
留
め
て
下

っ
た
神
に
感
謝
す

の
で
す
。 

                          

事
態
を
思
っ
て
、
そ
れ
を
留
め
て
下
さ
っ
た
神
に
感
謝
す
る
の
で
す
。 

５
節
「
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

の
嫌
悪
、
心
の
昂
り(

た
か
ぶ
り)

の
全
て
。
手
の
上
に
手
。
刑
罰
を

免
れ
な
い
」
。 

心
に
昂
る
と
は
、
神
の
前
に
昂
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
一
つ
は
、
金
、
金

銭
に
依
存
す
る
こ
と
で
す
。
全
て
悪
魔
が
操
っ
て
い
る
の
で
す
。 

６
節
「
恵
み
と
真
実
に
て
罪
は
贖
わ
れ
る
。
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

の
恐
れ
に
て
悪
を
離
れ
る
」。 

 

「
恵
み
と
真
実
」
は
「
愛
と
義
」
と
い
う
意
味
で
す
。
「
罪
」
と
は
、
神
の
言
葉
に
反
抗

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
罪
の
た
め
に
、
人
間
は
天
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
獄
に
堕
ち

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
罪
の
贖
い
」
と
は
、
罪
の
債
務
を
弁
済
し
て
罪
を
解
消
す
る
こ
と

で
す
。
罪
を
解
消
す
れ
ば
、
神
の
前
に
正
し
い
と
さ
れ
、
神
の
国
、
天
国
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
罪
の
贖
い
の
代
価
は
「
罪
の
な
い
生
命
」
で
す
か
ら
、
私
達
人
間
に

は
弁
済
不
可
能
な
債
務
で
す
。
そ
の
代
価
を
代
わ
っ
て
払
っ
て
く
れ
る
の
が
基
督
で
す
。
基

督
の
愛
と
義
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
世
界
の
創
造
者
、
神
を
恐
れ
る
と
は
、
世
界
の
秩
序
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
を
恐
れ
な
い
物
は
悪
事
に
走
り
罪
に
陥
り
罰
を
免
れ
ま
せ
ん
。 

７
節
「
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

は
男(

イ
シ
ュ)

の
道
を
喜
ぶ
と
き
、
男(

イ
シ
ュ)

の
敵
さ
え
男(

イ

シ
ュ)

と
和
平
さ
せ
る
」。 

神
は
ご
自
分
の
民
を
、
常
に
擁
護
さ
れ
ま
す
か
ら
、
民
に
敵
対

し
て
い
た
も
の
す
ら
民
と
和
平
す
る
の
で
す
。
敵
す
ら
味
方
と
な
る
の
で
す
か
ら
、
民
の
勝

利
は
安
易
で
、
民
の
利
益
は
大
き
く
、
民
の
立
場
は
高
く
な
り
、
民
の
仕
事
は
大
き
く
な
り

ま
す
。 

 

８
節
「
正
義
に
お
け
る
僅
か
な
繁
栄
は
公
義
な
し
に
お
け
る
収
穫
に
勝
る
」
。 

正
義
の
繁

栄
と
は
、
神
に
あ
る
繁
栄
で
あ
り
、
公
義
な
し
の
収
穫
と
は
神
な
し
に
得
た
金
銭
的
な
収
益

の
こ
と
で
す
。
世
界
は
、
神
か
金
か
で
成
っ
て
い
ま
す
。
神
を
信
じ
な
い
者
は
、
金
を
信
じ

ま
す
。
金
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
金
に
そ
ん
な
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

９
節
「
人
間(

ア
ダ
ム)

の
心
は
人
間(

ア
ダ
ム)

の
道
を
企
む
。
神(

ヤ
ハ
ウ
ェ)

は
人
間(

ア

ダ
ム)

の
歩
み
を
強
め
る
」。 

人
間
は
自
分
の
道
を
自
分
で
考
え
ま
す
が
、
神
に
あ
っ
て
人

間
の
歩
み
は
強
め
ら
れ
る
の
で
す
。
若
い
人
も
、
高
齢
の
人
も
、
自
分
の
道
を
自
分
で
何
と

か
し
よ
う
と
精
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
「
他
人
に
頼
ら
ず
、
自
分
で
自
分
の
道
を
拓
け
」

と
か
「
他
力
本
願
で
は
な
く
、
自
力
本
願
だ
」
と
教
え
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、
無
神
論
の
世
界
観
で
す
。 

 

神
の
秩
序
に
中
に
生
き
る
こ
と
は
、
他
力
本
願
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
の
世
界
で
、
神
の

秩
序
に
従
っ
て
生
き
る
と
き
、
神
が
そ
の
人
を
最
も
ふ
さ
わ
し
い
形
に
導
か
れ
、
そ
の
人
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
そ
の
人
を
強
く
、
大
き
く
育
て
ら
れ
る
の
で
す
。 

                       



箴言 16 

1 心裡的想法在於人， 

口中的回答來自耶和華。 

2 人一切的道路，在自己眼中看為純

潔； 

而耶和華衡量人的心。 

3 當把你所做的交託給耶和華， 

你的計劃就必堅立。 

4 耶和華造一切都有其目的； 

連惡人也為禍患的日子所造。 

5 所有心裡高慢的，都為耶和華所憎

惡； 

他們必然難逃罪責。 

6 藉著慈愛和信實，罪孽被贖清； 

因敬畏耶和華，人就遠離惡事。 

7 人的道路蒙耶和華喜悅時， 

耶和華也使他的仇敵與他和好。 

8 收入少，卻有公義， 

好過收入多，卻沒有公正。 

9 人的心計劃自己的道路， 

但耶和華堅定他的腳步。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新改訳 2017】 

箴言 16:1 人は心に計画を持つ。しかし、舌への答えは

【主】から来る。 

16:2 人には自分の行いがみな純粋に見える。しかし、【主】

は人の霊の値打ちを量られる。 

16:3 あなたのわざを【主】にゆだねよ。そうすれば、あなた

の計画は堅く立つ。 

16:4 すべてのものを、【主】はご自分の目的のために造り、

悪しき者さえ、わざわいの日のために造られた。 

16:5 心の高ぶりはすべて【主】に忌み嫌われる。断じて罰を

免れない。 

16:6 恵みとまことによって、咎は赦され、【主】を恐れるこ

とによって、人は悪を離れる。 

16:7 【主】が人の行いを喜ぶとき、敵さえもその人と和らが

せる。 

16:8 正義によるわずかなものは、不正による多くの収穫にま

さる。 

16:9 人は心に自分の道を思い巡らす。しかし、【主】が人の

歩みを確かにされる。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



